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旧宅と大木戸跡の間を走る京浜国道（現・第一京浜）の騒音が乱歩を池袋に追いやった。

図三　武生（「林冲夜奔」林冲－短打武生）

張中学「川劇の化粧（2）」より
『化粧文化』第26号
ポーラ文化研究所　1992年

〈中国川劇の舞台化粧〉

図四　末（「臥虎令」董宣－正生）（　　　　　 ）

図一　『時勢走馬燈 一名 親父肝潰誌』（鶴鳴堂版）初版本の表紙

図二　『時勢走馬燈』の口絵
（ちょん兵衛等三人が髯野善哉と対するの図）
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旧宅と大木戸跡の間を走る京浜国道（現・第一京浜）の騒音が乱歩を池袋に追いやった。

図一　『時勢走馬燈　一名　親父肝潰誌』（鶴鳴堂版）初版本の表紙

図三　『時勢走馬燈』「第二燈」の挿絵
ちょん兵衛等三人が髯野善哉宅を
訪れるも善哉舞踏会へ赴くの図

図四　『時勢走馬燈』「第三燈」の挿絵
（商家の子弟等が通う有志英語会の図）

（  　　　　　）

図五　『時勢走馬燈』「第六夜」の挿絵
伊藤博文が貴人を招き共に
チャリネの曲馬を見物するの図（   　　　　）


